
第２３回 蒲郡市新型コロナウイルス感染症対策本部 議事録＜概要＞ 

日時 令和 2 年 4 月 3 日（金） 14 時 45 分から 15 時 40 分 

出席者  蒲郡市新型コロナウイルス感染症対策本部部員           

内容 

 

 

 

 

【市民福祉部長】 

  年度が替わり、対策本部員も変更がある。（教育長は新規、市民福祉部長、

健康推進監は役職変更、教育監は異動） 

 

（１）新型コロナウイルス感染症の発生状況について 

【健康推進監】 

昨日豊橋市・岡崎市で 1 名ずつ発生した。県内でも感染経路不明が増えて 

 いる。 

 

（２）専門会議が示した地域の 3 区分について 

【健康推進監】 

  ・都市部を中心に感染者数が急増している。感染源が分からない患者数が

増加する状況。若年層だけでなく、中高年層もクラスター発生の原因とな

ってきている。 

  ・地域区分の考え方について。 

①感染拡大警戒地域 

②感染確認地域 

③感染未確認地域 

  ・3 つの密を避けるための取り組みの徹底について。 

 

（３）マスクの状況、寄付の状況などについて 

【健康推進監】 

介護施設の 72.5％が受領に来られた。 

【市民福祉部長】 

保育園は自前のマスクでやっている。子育て施設、介護施設や障害者施設 

は国から布マスク 1 枚の配布が開始されていて、直接施設に送られる。 

【健康推進監】 

マスクの寄付の報告。ガーゼマスクキットを 4,000 枚三谷の事業者から小 

学生用に寄付あり。別の事業者から特殊素材のガーゼマスク 2,000 枚が健康 

推進課へ高齢者用として届いた。 

【教育委員会事務長】 

小学生は 3,960 人なので丁度一人一枚になる。 

昨日電話で寄付の話があった。元教育関係の方からで紙マスク 10,000 枚 

 が入る。学校の先生も含め使って欲しいとのこと。4 月 23 日寄付予定。 

市内事業者から紙マスクの内側に入れて使うインナーマスク 50,000 枚の



寄付あり。使い捨てマスクが長く使える。 

【市長】 

インナーマスク 50,000 枚の寄付は学校で使っていただきたい意向である。 

 

 


